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平居 謙
要 旨
近年においては観光資源としてアニメーション作品が取り上げられることが少なくない。「芸術観
光学」の立場からすればこれら作品の観光利用の側面を分析すると同時に、作品の本質研究も行なう
必要があるだろう。のみならず、それらを観光資源として地域に根ざすものとするために、作者がい
かに苦労を重ね作品を作り上げ、その作品が受容者にどのように受け取られそれが変化していったか
の物語を紡ぐ責任がある。
はじめに
近年さまざまな観光地において漫画・アニメーションのキャラクターたちが「大活躍」している。
水木しげるの作品『ゲゲゲの鬼太郎』の妖怪たちは、NHK の連続ドラマ『ゲゲゲの女房』（2010 年
4 月－9 月）効果で、それまでは年間 172 万人が最高だった鳥取県境港市に約 370 万人の観客数をも
たらし、観光メディアとしての TV 放映の有効性を知らしめた。横山光輝の漫画『鉄人 28 号』の巨
大モニュメントは 2009 年 9 月末に完成、兵庫県の過去最高の観光客数（1 億 3600 万人超）獲得に貢
献したと報じられているし、箱根町観光協会は 2009 年ヱヴァンゲリヲン新劇場版とタイアップした
形で町おこしを行なっている。比較的新しいアニメーションでは滋賀県犬上郡豊郷町の小学校がアニ
メーション『けいおん！』の舞台として注目され、また『らき☆すた』の“聖地”として知られる鷲
宮神社が版権を持つ角川書店と協力し独自商品を販売するという具合に各地で工夫が凝らされている。
また、アニメーションに限らずキャラクターの人気は絶大で、2008 年には滋賀県彦根市で「ゆるきゃ
ら祭り in 彦根」が始まっている。これは全国区の人気者となった彦根のゆるきゃら「ひこにゃん」
が全国のゆるきゃら仲間を招待するというコンセプトで行なわれ 2010 年で 3 回目を迎えた。また平
城遷都 1300 年祭の公式マスコットとして登場した当初は「気持ち悪い」「佛教に対する侮辱」とバッ
シングを受けた「せんとくん」はその後圧倒的な人気を集め、遷都祭終了後は奈良県の観光マスコッ
トに「再就職」するまでに至った。各地でこれまでにないレベルで「アニメーションキャラクター」
「マスコットキャラクター」人気にあやかった「町おこし」が企画され、日本の観光産業に新たな流
れがすでに作られた感がある。
これらの成功例に倣って今後も雨後の筍のように現れ出るであろう観光による町おこし企画が、「持
続可能な地域活性化」になり得るかは大いに疑問がある。また上記の例それ自体においても今後の課
題は多い。しかし「アニメーション」をはじめとする「作品」が大いに観光資源となりうることが改
めて証明されたわけで1）、今後「芸術観光学」においては「観光資源としての作品研究」2）と同時に
「作品構造とその受容理由を充分に理解した上での観光上の提言」が使命とされるであろう3）。
本稿では、近年著者が集中的に行なって来た村上春樹『1Q84』『ノルウェイの森』、また尾田栄一
郎『ONEPIECE』鳥山明『DRAGONBALL』等に共通する「作品構造」4）を明らかにする。
１ 現代日本POPカルチャーにおける〈愛〉と〈移動〉
「はじめに」で述べたように、それぞれのアニメを利用して注目された地域における最大の課題は、
注目を浴びた企画をいかにして持続させるかということにある。そのためには各地域における観光提
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供者は、表面的な「利用」から脱皮し対象となる作品の本質をよく見極めた上で、「地域力の演出」
にとってどのような方法が最適かの検討を行なうべきであろう。
本節では観光をも含めて「そもそも一体現在の日本人が何に心を惹かれるのか」を俯瞰し、試案へ
の基準としたい。結論から言えば、現在の流行現象の共通して存在する要素は〈愛〉5）と〈移動〉であ
る。そしてこれらのものは根本的に不可分の関係にある。このことを以下に簡略に説明する。
人がひとつの〈場所〉にいつづけているかぎり決して変化は起こらない。しかし一度〈移動〉がなさ
れるや必ずといってよいほど波紋が生じる。その波紋がドラマを呼ぶ。芸術・エンターテイメントは
この〈移動〉を内包しているし、現代の閉塞感は一層〈移動〉の効果を増大させている。それは 2010
年前後に大きく話題になった村上春樹の 2 つの小説－『1Q84』と、映画化され再び注目された 1987
年のメガヒット『ノルウェイの森』－や売上累計 2 億冊の「少年ジャンプ」連載漫画『ONEPIECE』
（尾田栄一郎 作）等の作品構造にも明らかである。
それでは〈移動〉のその先において出会うべきドラマは何か。〈非日常的出来事〉〈刺激〉だと考える
人は多いだろうけれども、少なくとも現在ではそれらが求められているわけではない。むしろ穏やか
な、心を癒してくれるべき安らぎの物語が求められている。作品を未解決のままに終わらせることの
多かった村上春樹が『1Q84』において〈愛〉に物語を一元化さしてゆく方向性と、壮大な冒険の端々
に挿入される浪花節感覚にも近い〈人間劇〉が看板にされている『ONEPIECE』のあり方が図らずも
全く同じ構造を示し、しかも爆発的にヒットするという現象にはじつは〈移動〉のあり方も関わって
くる。この両者にみられる〈移動〉はどちらも共通して遠大な〈移動〉である。次節以降で詳述するが
『1Q84』は異世界への、『ONEPIECE』もその主人公ルフィが「海賊王」になるための、いつ果てる
とも分からない壮大な〈移動〉にほかならない。現在の物語において壮大な〈移動〉が出てくる背景に
は現実の交通機関の発達による高速移動が 20 世紀においほぼ頂点にまで達したことがあり、それ以
上の〈移動〉を疑似体験するためにはかなり極端な形で〈移動〉が示されるほかはない。さらにはこの
極端な〈移動〉は、読者の視線をもその冒険プロセスそのものへとまさに〈移動〉させる役割があり、
作者としては非常に重宝なものなのである。というのも現代という時代においては、琴線に触れるべっ
たりとした抒情を求めてはいるけれども、それがそのまま与えられたり生の形で示されたりすると抵
抗を感じることが多い。実のところ喉から手が出るほど欲しいとしても、それに「飛びつく」ことは
格好が悪い。スタイリッシュな意匠が施されていないと決して踏み込んでは行かないのだ。極端な〈移
動〉はそのための免罪符として確実に存在している。先に「と〈愛〉と〈移動〉とは根本的に不可分の
関係にある」と書いたのはこのためである。
現代の小説と漫画にみられるこの構造は、現代人にとっての観光行動と極めて共通する構造を有し
ている。観光という形で人々は〈移動〉する。今日においては遠大な距離でさえ、いとも容易く。そ
して訪れた先で美しい風景に心を「癒される」ことあるだろう。あるいは知的な発見をして「達成感」
を手に入れるということもある。いずれにしても〈移動〉した先に、日常とは〈変化〉した現実を待ち
望む。それだからこそ現代小説や漫画に向い合うことは〈観光資源として利用する〉という側面を有
すると同時に、観光に携わる者にとって必須の「時代の意識」を認識させる。
２ 村上春樹における〈愛〉と〈移動〉① 『1Q84』
まず、2009 年・2010 年に話題を呼んだ『1Q84』の〈愛〉と〈移動〉について考えてみよう。
予約の段階で 70 万部に近い数の売り上げを記録し、社会現象とも言える大ブームを巻き起こした
『1Q84』BOOK1・2 が刊行されたのは 2009 年 5 月末のことであった。発売直後にミリオンセラーと
なり6）、書店では村上春樹コーナーが様々な形で組まれた。村上の過去のヒット本や文庫・翻訳をは
じめ作品に引用されるチエホフの『サハリン島』やヤナーチェックの CD までもが所狭しと並べられ
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た。『1Q84』BOOK1・2 は村上としては 1987 年に大ブームを巻き起こした『ノルウェイの森』以来
の大ヒットとなった。続編の Book3 も翌年 2010 年 4 月に刊行され、発売当日の深夜零時に全国で一
斉発売された。内容が漏れないように、印刷屋でも架空の作者名で印刷されるなど、徹底した情報管
理の中でその準備は進められていたという。
物語は、1984 年に生きる主人公の男女・天吾と青豆とが異世界の〈1Q84〉に紛れ込んでしまいそ
こからの脱出を試みる、というものである。そしてそこに天吾・青豆それぞれの少年時代のエピソー
ドなどがサイドストーリーとして組みこまれてゆく。少女時代、青豆は母親に日曜日ごとに宗教の勧
誘に付き合わされてそれが彼女のなかで潜在的に宗教への憎悪を育んでいる。異世界〈1Q84〉の中で
彼女は、幼女レイプを繰り返すある宗教団体のリーダーを殺害することで少女時代の暗いものを払拭
しようとする。一方、天吾も、青豆と同様少年時代に NHK の集金人であった父に連れまわされるが、
後に認知症になって療養所に入っている父親との会話の中で以前から持っていた「父親の実の子供で
はない」という疑念に確信を持った。だが逆にこのことによって実の子供でもないのに育ててくれた
ことへの深い思いも湧いて来る。その後の母親と対峙し、回復の機会を持たなかった青豆に比して若
干、内面的な成長（回復）とういう形の〈移動〉がある。
だがこの作品の真骨頂は〈愛〉という主題に一元化されるために「友情」「宗教」「DV」「レイプ」「創
作」など様々な問題が闇へと〈移動〉させられる点にある。先にも述べたように元々村上春樹の小説
の中では提示された問題がクリアになるということは少ないのだが、この『1Q84』は極めて強引に
意識的に他の主題を消し去っている。それによって〈愛〉の主題のみが浮き彫りにされる7）。異世界
への〈移動〉という極端な動きと〈愛〉への焦点化が 2009 年－2010 年の最大ヒット文芸における物語
構造である。
３ 村上春樹における〈愛〉と〈移動〉② 『ノルウェイの森』
『ノルウェイの森』8）には『ケンタウロス』、『グレートギャツビー』、『ロード・ジム』、『魔の山』、
『ライ麦畑で捕まえて』、『八月の光』の 7 冊の小説が登場する。これらの海外小説が登場人物相互の
間で〈移動〉することで暗黙のうちに 7 つの枠組みが流入し、場面の重要な意味を形作る。本来はこ
れらの小説を読んだ者にしか読めない非常に高度なコンセプチュアル作品なのである。しかし同時に
「100 パーセントの恋愛小説」という帯文によって読者の目線は完全に読む前から、恋愛小説という
土俵への〈移動〉を強いられる。これは作者と版元による共謀とでも言うべき罠にほかならない。そ
してこの「罠」の方向性が後に『1Q84』において村上自身が選び採ることになる〈愛〉への一元化と
全く軌を一にしていることは注目に値する9）。
また、これらの〈移動〉とはさらに別の〈移動〉－この作品のメディア上の〈移動〉をも 2010 年 12
月に読者は体験することになる。それは『ノルウェイの森』を受容する者が「読者」から「視聴者」
へと〈移動〉する瞬間でもある。文芸に限らず原作が映画など他のメディアへと変換されることは決
して珍しいことではないが、村上春樹自身が『ノルウェイの森』の映画化を長く拒んできたため、大
きな期待感を持って迎えられた。その意味においては『1Q84』同様、大きな〈移動〉が組み込まれて
いるといえる。2008 年 10 月から 2009 年 7 月にかけてトラン・アン・ユン監督・脚本のもと撮影が
行われ、兵庫県の砥峰高原、峰山高原、香住町の香住海岸（今子浦）等がロケ地として選ばれ撮影が
行われた。映画へと転換され再び注目されたこと、また現実のロケ地と結びついたことで村上春樹が
「出版界におけるスター」から「大いなる観光資源」へと〈移動〉する可能性10）のための種が撒かれ
たといえる。
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４ 流行漫画における〈愛〉と〈移動〉① 尾田栄一郎『ONEPIECE』
尾田栄一郎の漫画『ONE-PIECE』は、ルフィという少年が海賊に憧れ、ひとつなぎの大秘宝＝ワ
ンピースという宝物を探して海に乗り出す物語である。その宝の正体はルフィにも登場人物にもまし
てや読者にも明かされない状態のままで連載が継続中。1997 年の連載開始から週刊「少年ジャンプ」
の読者を牽引し現在までに累計 2 億冊という記録を打ち立てている。
小さな島に住んでいる少年ルフィが 10 年間の「修行」の後、海賊として海に乗り出すことになる。
当初全くの単身での航海であったが、ゾロ・ナミ・ウソップなど様々なメンバーが「一味」として加
わってゆく。このあたりはイエスキリストの弟子集めをも想起させる。そもそもルフィという名前自
体、旧約聖書「ルツ記」のルツの別読である。また、義兄のエースが殺されるという構図も「全人類
の贖罪のために十字架上で死ぬ」キリストを思わせる。エースという名はイエスに限りなく音が近い。
島々を巡り渡り、行く先々で闘いを巻き起こる。物語はダイナミックな展開を現在も続けている。
そのような壮大な物語でありながら意外なほどの細部にまで作者の目は行き届いている。作中どん
な弱者も見過ごされることがない。むしろ弱者にこそ視線が注がれ、弱者が弱さを克服し成長してゆ
く姿を作者が全面的に後押ししているという感がある11）。このことは物語構造にもはっきりとした特
徴として現れている。海賊王を目指して次々と航路を進んで行き敵と戦うメインストーリーの中に、
「一味」のそれぞれの傷を負った生い立ちが語られるという。これは村上春樹『1Q84』において、
青豆・天吾という二人の主人公の「過去の傷」が強く注視されていたことを髣髴させる。これは偶然
でも何でもない。2010 年代という現在に必要不可欠な「共生」意識の現われであると考えることも
できる12）。なお『1Q84』において一元化された〈愛〉は男女における〈愛〉であったがこの『ONE-PIECE』
では仲間愛とでも呼ぶべき特徴があるのはひとつには少年向きの漫画雑誌に連載されているという舞
台の問題も大きく関与している。
『ONE-PIECE』は主人公が船で様々な異文化を訪れるという、比喩的ではなくまさに「観光」そ
のものの物語である。このことは「観光」がなぜ現代人の心を惹きつけて止まないかを充分に指し示
しているともいうことが出来る。
５ 流行漫画における〈愛〉と〈移動〉② 鳥山明『DragonBall』
『ONE-PIECE』について見た流れで、大まかに言えばその前の世代を引っ張り最近またリニュー
アルし、TV で放映された鳥山明『DragonBall』についてもここで見ておくことにしよう。そうする
ことで『ONE-PIECE』における〈愛〉と〈移動〉の問題を相対化しえるからである。
『DragonBall』は 1984 年（それはまさに先述の『1Q84』における「作中の現在」に当る）から 1995
年の長期に渡って週刊「少年ジャンプ」に連載された巨大スケールの「格闘漫画」である。当初は「作
中現実」の世界に格闘の舞台は限定されていたが、徐々にストーリー進行の「都合」に合わせるかの
ように舞台そのものも拡大されてゆく。
物語は主人公の少年・孫悟空が山奥でブルマという名の女子高生と出会うという素朴な場面から始
まる。どんな願いでも叶えるという不思議な玉＝ドラゴンボール探しの旅を続ける中で、世界の枠組
みは大きく拡がる。やがて一昼夜登り続けてもまだ到達しないほど空高く聳えるカリン塔と呼ばれる
の上に住む仙人まで現れてくる。これには、主人公が強い力を得る上でのストーリー上の必然を感じ
られる。しかし、そこで得た力ではまだ不充分であるため「格闘の水準」がヒートアップしてくる。
そのとき作者の鳥山明は世界の枠組みそのものに修正を加える。カリン塔に住む仙人・カリン様のさ
らに上位の権威者を生み出し、そこから孫悟空が力を授けてもらうという展開で物語りは進む。その
権威者とは何と「神」なのである。
その「神」が最高権威者であると思って読者が物語を読み進めてゆくと、ストーリーのその先で、
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「神」は宇宙の一部を司るいわば「地方統治者」に過ぎず、その上にまだ「界王」と呼ばれる全宇宙
の統治者が存在するということを読者は知らされる。さらに物語の終結部に近づいたところで、その
「界王」は全部で四人いて、「界王」さえ会ったことのない「界王神」と呼ばれる全統治者がいるこ
とが判明する。こうして物語は宇宙そのもののように拡大してゆく。『DragonBall』においてはこの
ように物語の舞台の〈移動〉が極端な形で現れている。〈移動〉に関して付け加えるなら、孫悟空は後
に「瞬間移動」の技をも会得し長距離を瞬時にして〈移動〉してしまう。また、遠い未来から、主人
公の好敵手・べジータの「息子」であるトランクスが時間を遡ってやって来るなどの点も注目に値す
る。もはやここまでくると作品世界は崩壊したに等しいが、作者の鳥山明の澄み切った線画がそれを
ぎりぎりのところで救っている。もし小田栄一郎のようなノイズの激しい線で『DragonBall』が描
かれていたとすれば本当に世界は崩壊していたにちがいない。
そのような激しい〈移動〉の中で、一貫して主張されているのは〈地球への愛〉である。そして読者
は物語り構造を楽しむというモチベーションに引きずられながら「生きる力」を注ぎ込まれるのであ
る13）。
６ 芸術観光学の現在的使命
以上『1Q84』『ワンピース』という社会現象レベルでのヒット作の中に現れる〈愛〉と〈移動〉につ
いて概観した。また『ノルウェイの森』『DragonBall』という 1980 年代半ば以降のロングヒットに
関しても同様の構造が見られることも確認した。もちろんこれらがヒット構造のすべてというわけで
はないが、〈愛〉と〈移動〉は確実にこれらの中心構造としても存在している。それならば、現在観光
の看板として利用されているところのアニメーションキャラクターに〈愛〉と〈移動〉を基準とした意
味や解釈を付加してゆくことが必要なのではないか。
本稿では具体的に述べることはしないが、例えば 2010 年大注目を浴びた鳥取県境港市の「水木し
げるロード」人気はゲゲゲの鬼太郎そのものや妖怪に対するものだけではない。NHK 連続テレビ小
説によって新たに掘り起こされた要素、それは貧しい漫画家・水木しげると彼を支えるけなげな妻の
「夫婦愛の物語」なのである。ドラマのヒット要因を的確に分析し上手に演出に加味することでより
一層の人気の飛躍が期待できるだろう。また神戸市長田区の「鉄人 28 号」モニュメントもそれに付
加されているところの現在的意味を見出し発信するという行為を経ることで文字通り恒久的な記念碑
となる14）。それではその「意味」とは何か。そして具体的発信とはどのようなものか。そしてそれは
誰が担うべきものであるのか。
結論から言えば、適切な解釈を与えるという形で「意味」を作り出し、これら「POP 文化の来歴
とその作家に関する〈愛〉の人間ドラマ」による該当地発展すなわち「〈移動〉の物語」を記録・出版
してゆくのが「芸術観光学」の使命でありその実践者たる「芸術観光学者」の役割である。
現代小説・漫画・アニメーション等々本稿でいう POP 文化の構造分析や価値評価をなしえる研究
者は多くいるだろう。しかし彼らの全てが「観光的視線」を持ち合わせているわけではない。つまり
彼らの視野に「文学史」「漫画史」「POP 文化史」「日本文化史」はあっても、「観光」に特化された
視点はあまり存在しない。ましてや「観光の演出に有効に利用しえる POP 文化分析」を期待するこ
とはまず不可能である。逆に観光に携わる者は該当地域に関する深い見識と地域振興に関する実践的
な体験及び熱意を持ち合わせている。しかしその一方で、個々の流行現象を的確に分析する術を持た
ない。個人的な好悪によって受容することは可能であっても、作品構造分析によって該当作品の本質
を突き詰めようという指向をも時間も持たないことが多いのが現実である。
それらの齟齬を埋める役割が「芸術観光学者」である。なぜ「芸術観光学者」においてそれが可能
かに関しては「芸術観光学宣言」※2）において述べたとおり、そこでは従来の学究的叙述を超えた形
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であらかじめ成果のしての「普及」が目指されているからである。また同稿では触れてはいないが、
「芸術観光学者」はその成立条件として物語構造の分析・解釈の方法において熟練していることが前
提とされる。観光に絡むアニメーションその他の作品構造そのものに対して中途半端な踏み込みに留
まり、情況経済効果や現実の観光客数といった「今現在」の表面レベルの分析を重視した場合、最終
的にその地の文化に該当アニメーションが入り込んでゆくことのバックアップは不可能である。本稿
の謂いに沿えば、たとえ 1 片でも 1 冊であっても〈移動〉と〈愛〉の物語を紡がなければならない。
おわりに
まだ形のない現代の意識を作品分析を通して察知し、それを観光現場に「演出」可能な形にして送
り出す。これが芸術観光学者の使命であり芸術観観光学そのものの存在意義でもある。
本稿では 2011 年現在において流行している小説・漫画に共通する作品構造を分析し、その共通点
を〈愛〉と〈移動〉の中に見出した。〈愛〉とひとことに言ってもそこには兄弟愛・親子愛・師弟愛・男
女の愛等様々な種類があり、『ONE PIECE』にみられるような「仲間愛」というべきものも存在する。
けれども、登場人物たちが様々な事件や場所・心理を〈移動〉するなかでひとつの至りついた場所が
〈愛〉という形で一括りにしえることもまた事実である。
ここで述べた〈愛〉と〈移動〉という主題はあくまでも限られた「最現在的」の作品から抽出したそ
れに過ぎない。今後調査範囲を拡大することでどの程度の普遍性を有するか、或いはどのような新た
な重点が見出されるか。さらに検討を加える必要がある。
補註
1）「作品」が大いに観光資源となり得ることが改めて証明された
周知の通り従来文学「作品」が各地域で文化資源として活用されてきたという事実は長く存在した
2）「観芸術観光学」における「観光資源としての作品研究」
「観光資源としての作品研究」に関しては従来の文学研究等の方法を援用することで対応が可能である。「芸
術観光学」に関しては 2007 年度本学年報掲載の拙稿「芸術観光学宣言」参照。
3）「作品構造とその受容理由を充分に理解した上での観光上の提言」が使命とされるであろう
この領域に関しては「芸術観光学者」自身が観光開発の現場プロジェクトに関わり、作品をよく読み込んだ
者の立場からプロジェクトへの感触を提言してゆくという形が現在考えられる現実的なあり方の一つである
が、「観光資源としての利用を意識した上で為される作品研究」もまた必要な側面である。但し、従来の「個
人的興味」に従って好きな時期に為される「作品研究」とは異なり、ブーム真っ只中に極めて迅速に幅広い
年齢層を意識した研究がなされねばならない。したがって「芸術観光学」はアカデミックな方法を根に持ち
ながらも、対象への関与速度においてはジャーナリスティクさを要求される。
4）『1Q84』『ノルウェイの森』『ONEPIECE』DRAGONBALL』等に共通する「作品構造」
これらの諸作品に関して分析を始めた当初は私にとって「最現在あるいは近過去において人口に膾炙した作
品」という共通項をもつのみであった。しかし、これらの「作品構造」が明らかになるに従ってこれら諸作
中に観光行動において重要な意味を占める〈愛〉と〈移動〉という要素が同じように流れていることに気づき
始めた。人の心を掴むものはジャンルが異なっても変わることがない。
5） 本稿筆者平居の現代日本 POP カルチャーに関する書籍一覧
①『ゲゲゲの鬼太郎の秘密』（1994 年 データハウス刊） ②『歌詞分析学大全―ウルフルズ BANZAI 読本』
（1996 年 鹿砦社） ③『村上春樹の「1Q84」を読み解く』（2009 年 データハウス刊）④『村上春樹 小
説案内』（2010 年 双文社出版刊） ⑤『村上春樹「1Q 84」Book3 大研究』（2010 年 データハウス刊）
平安女学院大学研究年報 第 11 号 2010
－ 23 －
⑥『ワンピース仕事術』（2010 年 データハウス刊） ⑦『ドラゴンボールに生きる力を学べ！』（2011 年
データハウス刊）⑧『ワンピースに生きる力を学ぼう！』（2011 年 データハウス刊）なお現在本稿と並行
して ⑨『ワンピースに学ぶ交際術』⑩『〈異界〉で読む村上春樹 村上春樹〈ノルウェイの森〉〈1Q84〉から
の帰還 芸術観光学の挑戦』を執筆中である。
6） 発売直後にミリオンセラーとなり
この経緯に関しては『1Q84 スタディーズ Book2』所収の小森陽一「まえがきにかえて」に詳しい。
7）〈愛〉の主題のみが浮き彫りにされる
村上春樹が「現代において明確な形の〈愛〉が最も重要である」という結論に至ったことを示す。
なお村上春樹『1Q84』に関しては、上記補註 5 も挙げた拙著③④⑤において詳細に論じているのでそれを参
照されたい。また、作者のこのような〈一元化〉の手法から観光に携わる者が学びえるのは観光資源の「演
出」の方法である。観光客にとっての限られた時間において、何を強調し何を一旦楽屋裏に引き下げるか。
全ての人間が有限の時間の中に生きるわけであるから、「選択提示」はいかなるジャンルにおいても非常に
重要である。
8）『ノルウェイの森』における移動
『ノルウェイの森』における京都⇔東京の〈移動〉に関しては昨年度本年報「残存記憶としての『京都』」の
中で詳細に述べたので、本稿では全く別の〈移動〉について見る。
9） この「罠」の方向性が後に『1Q84』において村上自身が選び採ることになる〈愛〉への一元化と全く軌を一
にしている
詳細は上記補註 4 の近刊拙著⑩『〈異界〉で読む村上春樹 村上春樹〈ノルウェイの森〉〈1Q84〉からの帰還
芸術観光学の挑戦』を参照されたい。
10）「大いなる観光資源」へと〈移動〉する可能性
現在のところ、観光地として大きな注目を浴びているわけではないが、村上春樹の生育地が兵庫県であるこ
とを考えに入れると、工夫と演出次第では今後多いに活用しえる可能性がある。映画版『ノルウェイの森』
小説本体や『1Q84』ほどの話題とはなることはなかったが、、兵庫県神河町がロケ地となった砥峰高原にファ
ンを呼びこむ動きを映画公開に先立って始めている。「僕」と直子とが再会するのは小説では京都の山深く
においてであるが、ロケ地自体が兵庫県に〈移動〉したこと、また兵庫県が村上春樹の生育地（誕生は京都
府）であることなどからも兵庫県は大きな観光資源を得たといえよう。本稿では「観光資源としての村上春
樹」に関しては触れる余裕がないが稿を改めて論じたい。
11）作中どんな弱者も見過ごされることがない。
『ONE-PIECE』作品中においては強調される仲間愛や弱者への視線については、拙著『ワンピース仕事術』（註
4 ⑥参照）に詳しい。
12）主人公の「過去の傷」が強く注視されていたことは 2010 年代という現在に必要不可欠な「共生」意識
たとえば『無縁社会』（NHK 取材班編著 2010 年文芸春秋社刊）には、現在の人間がどれだけばらばらな「生」
を強いられているか、という状況報告がなされている。同取材班の取材態度を巡っては過剰な演出が見られ
るという批判的立場もあるが、一つだけ確実に言えることは、このような書物が非常に強い反応を有すると
いう事実である。人々は「無縁社会」という「現実」を一旦提示されるや、あたかも憑かれたかのようにそ
の枠組みに自らをはめ込んでゆく。これは裏返せば「共生」が潜在的に求められていることの証左でもある。
13）生きる力
この「生きる力」に関しては補註 4 に挙げた拙著⑥に詳しいのでそれを参照されたい。
14）『ゲゲゲの鬼太郎』『鉄人 28 号』と観光
これらに関しては現在執筆中の『地域旅を作ろう』（学芸出版社 近刊）において詳述しているのでそれを
参照されたい。
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The Role and Methodology of “Creative Art Study”
as Resources of Tourism
Ken HIRAI
Recently, some animation works have been treated as tourism resources.From a standpoint of
“Creative Art Study,” we should not only analyze the essence of the works but also consider how we
could make use of these works for tourism. Furthermore, in order for animation works to become
tourism resources in local communities, we must record the evolving story of “love” and “movement”
telling how the creators of these works have toiled over them and how the works have been accepted.
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